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 A massive earthquake hit the Tibetan-inhabited area in Qinghai Province in April 
2010. The Serthar Buddhist Institute, located in Serthar County, Sichuan Province, 
immediately dispatched a rescue party to the affected area to provide medical aid and 
other support. This paper, based on a collection of notes written by a Han Chinese 
rescue worker who practices Buddhism, aims to clarify the details and significance of 
the social contribution activities conducted by Tibetan Buddhist organizations in terms 
of social capital and new religious policies of the Chinese government. 
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仏学院に関する先行研究には［呉 1996］［陳 1999］［川田 2007］がある。




















































は 160 万元（約 2000 万円、1 元約 13 円）に達した。仏学院幹部も車に医薬
品や物資を満載し、約 500 名の僧を従えて現地へ向かった（図 3）。玉樹出
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営し、処置室・点滴室・薬局を開いた。仏学院から医療隊がやって来たと



















































3. 玉樹の民族・宗教事情とダライ・ラマ 14 世 
3.1 玉樹の民族と宗教 
玉樹県は青海省の中心地である西寧から南西へ 820 キロメートル離れた
























































族が死亡した遺族に 8000 元、身寄りを失った子供・老人・障害者に月額 1000




















肖像写真が多数見つかった（図 6）。 図 6	 






































































仏学院は最盛期の 2001 年頃、1 万数千人に迫る学僧を擁していた。年々
過熱する宗教状況に業を煮やした政府が 2001 年に大規模な粛清を断行した











判断したようだ。震災の翌月、政府系雑誌『民族』（2010 年第 5 期）は、




















姿勢を表明したものである[清水 2010：37-42]	 [土屋 2010：34-35]。 
5.3「官製宗教 NGO」と「草の根型宗教 NGO」 
現在、党と政府が推し進める宗教政策を読み解く重要な鍵の一つが「宗
教の公益事業」という概念である。党規約が改正される 4 ヶ月前に北京で


























































(1) 本稿の 2 章・3 章は、川田「玉樹に捧げる鎮魂の祈り－－ラルン五明仏学院と
三人の政府要人」（『火鍋子』第 76 号、翠書房、2010 年）を改編したもので
ある。 
(2) 「玉樹結古寺賓館粉碎性?塌多人被埋」（2010 年 9 月 6 日閲覧） 
http://video.sznews.com/content/2010-04/15/content_4533537.htm 
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http://blog.sina.com.cn/s/blog_564b08a10100hlak.html 
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「青海省玉樹県“4・14”地震遇難人員遺体処理意見」（2010 年 9 月 7 日閲覧） 
http://www.gov.cn/jrzg/2010-04/16/content_1583243.htm 
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http://www.sinonet.net/news/china/2010-04-17/72363.html 
(7) 「青海玉樹清真寺恢復重建工程開工」（2010 年 9 月 7 日閲覧） 
http://dev.gansudaily.com.cn/system/2010/09/02/011678406.shtml 
「回望玉樹清真寺」（2010 年 9 月 7 日閲覧） 
http://www.qhhsjzh.com/LYZZ/LYZZ/ESE/201009/695.html 
「玉樹地震中穆斯林的葬礼」（2010 年 9 月 7 日閲覧） 
http://www.mslgyw.com/?action-viewnews-itemid-4458 
(8) 「我們一定能夠戦勝這場災難」『西蔵日報』2010 年 4 月 17 日第 2 面。 
(9) 「青海玉樹地震遇難者毎人補償 8000 元撫恤金」（2010 年 9 月 9 日閲覧） 
http://news.sina.com.cn/c/2010-04-18/021620096281.shtml 
(10) 「青海省地震被災地訪問に関するダライ・ラマ法王の声明」ダライ・ラマ法王
日本代表部事務所（2010 年 9 月 9 日閲覧） 
http://www.tibethouse.jp/dalai_lama/message/100417_eq.html 
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図 1・5・7 川田撮影 
図 2・3・4・8「回向衆生」（2012 年 2 月 11 日閲覧） 
http://bach666555.blog.163.com/blog/static/12794823620103179322433/ 
図 6 唯色「看不見的西蔵」（2012 年 2 月 11 日閲覧） 
http://woeser.middle-way.net/2010/04/blog-post_27.html 
図 9「首届宗教与公益論壇」（2012 年 2 月 10 日閲覧） 
http://old.chinacatholic.org/Feature/Charities2007/index.html 
